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１．目的 

 製材品の需要を拡大するには、住宅生産者・消費者ニーズに合わせて高品質のスギ乾燥材の供給

体制をさらに高度化・効率化することが求められている。また、地域におけるスギ蓄積量の増加と

ともに、原木の大径材供給増が予測され、製材工場には生産品目の転換や多品目化が求められる状

況にもあり、これらに対応して合理的な乾燥材生産・流通システムの構築が急務である。 

 このため、市場における要求品質にあった製材品生産のシステム化、多品目生産に適合する乾燥

システムの開発、消費者ニーズおよび生産から流通の乾燥材供給体制の評価等に基づいて、原木供

給から製品の流通、市場ニーズを効率的に連携させる一次加工システムの開発を行う。 
 
２．当年度研究成果の概要 

 平角の乾燥技術について、過熱蒸気乾燥によれば、表面割れ、内部割れともに非常に少なく、初期

含水率が60％前後のものであれば、初期含水率90％の正角材とともに乾燥装置に投入できる可能性の

あること、また熱気・高周波複合乾燥によれば、正角と平角を同じロットに混載して乾燥すると、一

方の材種の温度が制御困難になるため、それぞれを別のロットに分けて乾燥することが望ましいこと

を明らかにした。他方、プレカット工場及び住宅産業における製材品使用動向を調べ、生産規模が大

きいプレカット工場では、品質・供給量ともに安定した集成材の利用割合が高くなり、生産規模が比

較的小さく、小口の受注先が多い工場では国産材乾燥材が積極的に利用されている現状を明らかにし、

乾燥材生産・流通の全体構造を把握した。 
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５．評価結果の概要 
 全期間の研究計画から判断して当年度の実行は目標を達成していると評価する。なお、

一部の分野について、内外の既往の研究成果を部分的に有効活用するなど、研究成果が実

効的になるよう、経済性や現実性を踏まえた内容で分析・検討されることを期待する。 
 
６．評価において改善を指摘された事項への対応 

 既存のデータの活用を含め、課題担当者間・課題間の相互扶助により、より実効性のある成果が効

率的に得られるよう努める。 

 




